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コ ー ス 応用化学　（Applied Chemistry）
学年・期・単位 第１学年・後期・１単位 科目担当責任者 根岸　秀幸（自然科学講座　歯科生体工学分野・准教授）
オフィスアワー 毎週木曜日17：00～18：00（実習棟3階歯科生体工学教室）メールアドレス

一般目標（GIO）
前期の化学で学習した生体に関する物質やその反応および基礎化学を理解したうえで、歯科医学に関わる歯や歯科材料の化学的
かつ応用的な内容を理解する。また、歯科領域における生化学的な現象を学習するために必要である基礎的な分析法を理解する。
さらに、生体内における生体分子の挙動や反応性なども修得する。

講義ユニット 一般目標（GIO）
 1．歯科領域に関わる元素 生体に関わる主要元素と微量元素を学習して、生体に対する機能や作用を修得する。次に、歯科領域（歯、

歯科材料など）に関わる元素を理解する。

 2．生体物質の化学 生体内に存在する物質の結合形式を学習して、生体に関わる物質の立体構造や異性体を理解する。

 3．高分子化合物の化学 高分子化合物の分類、構造と性質の関係を学習して、高分子化合物の合成法を修得する。さらに、高分子
化合物の医療材料への応用を理解する。

 4．生体と化学平衡 生体における酸塩基平衡と pHの関係を学習して、生体における緩衝作用をを理解する。

 5．アパタイトの化学 アパタイトの構造と化学的性質の関係を学習して、アパタイトと各種イオンとの反応を修得する。さらに、
歯科材料への応用を理解する。

 6．フッ素の化学 う蝕予防や歯科材料の処理剤などに応用されるフッ素を理解する。

 7．生体物質の分析 基礎的な機器分析法の原理と方法を学習して、生体物質を同定するために用いる機器分析法を理解する。
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教科書
書名 著者名等 発行所

ゼロからはじめる化学 立屋敷　哲 丸善 (株 )

参考書
書名 著者名等 発行所

基礎化学12講 左巻健男（編著） (株 ) 化学同人
大学への橋渡し　一般化学 芝原寛泰，斉藤正治　共著 (株 ) 化学同人
基礎高分子科学 高分子化学会　編 (株 ) 東京化学同人
化学サポートシリーズ　酸と塩基 水町邦彦 (株 ) 裳華房
化学計算法シリーズ2　物理化学の計算法 鈴木長寿，瀧上文雄，早川信一，渡辺憲一，鈴木善孝 東京電機大学出版局
岩波講座　現代化学への入門7　有機化合物の構造 村田一郎 (株 ) 岩波書店
大学への橋渡し　生化学 功刀　滋，斉藤正治　共著 (株 ) 化学同人

評価法（EV）
中間試験（記述式）を45％、本試験（記述式）を45％、レポートを10％で総合評価する。なお、中間試験と本試験には「応用化学・補講」の内
容も含まれる。
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授業計画
回 日付 ユニット 行動目標（SBOs） 学習方略（LS） 授業担当者 コアカリ／国試出題基準
１ 9/2 歯

科
領
域
に
関
わ
る
元
素

1．生体における主要元素を説明できる。
2．生体における微量元素を説明できる。

配布プリント、PCプロジェク
ター、板書などにより解説する。

根岸秀幸
準1-(1)-3)

２ 9/9 歯科材料に使われている元素を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(1)-3)

３ 9/16 生
体
物
質
の
化
学

生体内に存在する物質の結合形式を説明できる。

〃

根岸秀幸 準1-(1)-5)
準2-(1)-1)

４ 9/30 1．生体に関わる物質の立体構造を説明できる。
2．生体に関わる物質の異性体を説明できる。

〃

根岸秀幸 準2-(1)-2)
準2-(1)-5)- ①

５ 10/7 高
分
子
化
合
物
の
化
学

高分子化合物を分類できる。

〃

根岸秀幸
準2-(1)-5)

６ 10/14 高分子化合物の構造と性質の関係を説明できる。

〃

根岸秀幸 準2-(1)-2)- ②
準2-(1)-5)

７ 10/21 高分子化合物の合成法を説明できる。

〃

根岸秀幸
準2-(1)-3)

８ 10/28 高分子化合物の医療材料への応用を説明できる。

〃

根岸秀幸 準2-(1)-5)- ③
E-1-1)

９ 11/4 生
体
と
化
学
平
衡

生体における酸塩基平衡と pHの関係を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(5)-4)- ①

10 11/11 生体における緩衝作用を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(5)-4)- ②

11 11/18 ア
パ
タ
イ
ト
の
化
学

1．アパタイトの構造と化学的性質の関係を説明できる。
2．各種イオンとの反応を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(5)-4)- ②

12 11/25 歯科領域への応用（歯科材料）を説明できる。

〃

根岸秀幸
E-1-2)

13 12/2 フ
ッ
素
の
化

学 歯科領域への応用（う蝕予防、処理剤など）を説明できる。

〃

根岸秀幸
C-3-(2)-1)

14 12/9 生
体
物
質
の
分
析

基礎的な機器分析法の原理と方法を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(3)- ⑤

15 12/16 生体物質を同定するために用いる機器分析法を説明できる。

〃

根岸秀幸
準1-(3)- ⑤




